
 

66  

 

■ 計画策定の経過と体制 

 

○計画策定の経過 
 

年 月日 概要 

令和 2年 9月 16日 

～9月 30日 

市民ウェブアンケート実施 

 回答数：1,269通 

9月～10月 ヒアリング調査実施 

 富士市の自転車関連の 12団体 

11月 16日 第１回富士市自転車活用推進計画策定懇話会 

①懇話会設置趣旨や座長選任 

②富士市自転車活用推進計画策定スケジュール 

③富士市自転車活用推進計画（案）の第１章から第４章までについての

意見聴取 等 

12月 22日 第１回 作業分科会 

①本計画の策定趣旨及び作業分科会について 

②「富士市自転車活用推進計画(案)」、「計画趣旨」、「分科会の取組」、「ス

ケジュール」の共有 

③富士市自転車活用推進計画（案）についての意見交換 等 

令和 3年 1月 14日 第２回 作業分科会 

①「施策（案）、取組（案）」説明 

②「施策（案）、取組（案）」についての意見聴取 等 

1月 28日 第３回 作業分科会 

①「施策（案）、取組（案）」説明 

②「施策（案）、取組（案）」についての意見聴取 

③「施策（案）、取組（案）」のまとめ 等 

3月 5日 第２回富士市自転車活用推進計画策定懇話会 

 ① 第１回懇話会で意見聴取した部分の変更点について 

 ② 実施施策及び取組等について 

 ③ 指標と評価指数、計画の推進体制について 等 

4月 27日 第３回富士市自転車活用推進計画策定懇話会 

① 第２回懇話会で意見聴取した部分の対応と変更点について 

② 取組内容と所管する機関について 

③ 成果指標と活動指標について 等     

7月 1日 

～8月 2日 
富士市自転車活用推進計画（案）のパブリック・コメントの実施 

9月 27日 第４回富士市自転車活用推進計画策定懇話会 

① 第３回懇話会で意見聴取した部分の対応と変更点について 

② パブリック・コメントの実施結果について 

③ 富士市自転車活用推進計画について 等 
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○ 計画策定の体制 
 

【富士市自転車活用推進計画策定懇話会 参加者名簿】 

  本市における自転車活用推進計画策定に当たり、外部の視点からの意見又は助言を求めるため、

富士市自転車活用推進計画策定懇話会を開催しました。 
 

団 体 等 役 職 氏 名 備 考 

名城大学理工学部 

社会基盤デザイン工学科 
教授 松本 幸正 学識経験者 

国土交通省 中部地方整備局 

静岡国道事務所 計画課 
課長 家垣 義洋 自転車活用推進計画関係 

国土交通省 中部地方整備局 

静岡国道事務所 

建設専門官 高柿 弘義 

道路管理者  
令和 2年 9月 7日から令和 3年 3月 31日

まで 

建設専門官 中野 はつ子 
道路管理者 
令和 3年 4月 1日から 

静岡県 富士土木事務所 

企画検査課 

次長兼 

企画検査課長 
望月 満 道路管理者 

静岡県 スポーツ・文化観光部 

スポーツ局 スポーツ政策課 

主査 伊東 謙吾 

静岡県自転車活用推進計画関係 
令和 2年 9月 7日から令和 3年 3月 31日

まで 

主査 森 保充 
静岡県自転車活用推進計画関係 
令和 3年 4月 1日から 

静岡県警察 富士警察署 交通課 課長 鈴木 英文 
交通安全関係 
規制関係 

（一社）富士山観光交流 

ビューロー 
専務理事 土屋 俊夫 

サイクルツーリズム関係 
観光施設連携関係 

富士商工会議所 商業観光課 課長 神尾 英尚 
サイクルツーリズム関係 
企業連携関係 

富士市商工会 事務局長 深澤 伸嘉 
サイクルツーリズム関係 
企業連携関係 

ふじのくに east 

サイクリストクラブ 
代表 後藤 淳 

サイクルツーリズム関係 
ホビーサイクリスト関係 

（有）サイクルセブン 代表 八幡 洋介 地域自転車ショップ 

ＢＣクリエイト（同） 代表 二戸 康寛 

「レバンテフジ静岡」運営会社 
競技振興、裾野拡大関係 
サイクルツーリズム関係 
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【サイクルスポーツ・サイクルツーリズム分科会 参加者名簿】 

  サイクルスポーツ・サイクルツーリズム分科会では、本計画の目標「Ⅰ.サイクルスポーツ振興に

よる都市の魅力向上」、「Ⅱ.サイクルツーリズム推進による地域活力の向上」に基づく、方針から、

具体的な取り組み等を検討しました。 
 

団 体 等 役 職 氏 名 

国土交通省 中部地方整備局 

静岡国道事務所 
建設専門官 飯村 豊 

静岡県 スポーツ・文化観光部 

スポーツ局 スポーツ政策課 
主査 伊東 謙吾 

（一社）富士山観光交流 

ビューロー 
事業推進担当 佐野 佑輔 

富士商工会議所 商業観光課 課長 神尾 英尚 

富士市商工会 事務局長 深澤 伸嘉 

ふじのくに east 

サイクリストクラブ 
代表 後藤 淳 

ＢＣクリエイト（同） 代表 二戸 康寛 

東京電力パワーグリッド（株） 

静岡総支社 
副総支社長 飯塚 一樹 

東京電力パワーグリッド（株） 

富士支社 
次長 相山 勇治 

富士市ホテル旅館業組合 副組合長 石毛 稔 

富士急静岡バス（株） 営業部長 渡邉 輝 

商業組合  静岡県タクシー協会 

富士・富士宮支部 
支部長 米山 政司 

岳南電車（株） 鉄道部長代理 兼課長 井上 昌久 

産業経済部 富士山・観光課   
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【安全安心・裾野拡大分科会 参加者名簿】 

  安全安心・裾野拡大分科会では、本計画の目標「Ⅲ.安全・安心に自転車を利用できる環境づくり」、

「Ⅳ.自転車利用の裾野拡大による市民生活の質の向上」に基づく、方針から、具体的な取り組み等

を検討しました。 
 

団 体 等 役 職 氏 名 

国土交通省 中部地方整備局 

静岡国道事務所 
建設専門官 高柿 弘義 

静岡県 富士土木事務所 次長 望月 満 

静岡県警察 富士警察署 交通課 課長 鈴木 英文 

静岡県警察 富士警察署 交通課 交通安全教育係 警部補 鈴木 正行 

(有）サイクルセブン 代表 八幡 洋介 

ＢＣクリエイト（同） 代表 二戸 康寛 

富士市立高等学校 教諭 山下 陽右 

市民部 市民安全課   

都市整備部 都市計画課   

建設部 建設総務課   

建設部 道路整備課   

建設部 道路維持課   
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■ パブリック・コメントの実施結果 
 

 

○実施概要 

１）意見募集方法  ①富士市ウェブサイトへの掲載 

②スポーツ振興課、各まちづくりセンター、中央図書館での閲覧 

２）募 集 期 間  令和 3年 7月 1日（木）～令和 3年 8月 2日（月） 

３）意見提出方法  ウェブサイトの送信フォーム・電子メール・郵便・ＦＡＸ・担当課への直接提出 

 

○意見募集結果 

１）意見提出者の数      6人 

２）提出された意見の数             15件 

３）ウェブページアクセス件数             603件 

４）意見の反映状況 

 反映する（一部反映を含む）    0件 

 既に盛り込み済み     4件 

 今後の参考にするもの            9件 

 反映できないもの     1件 

 その他              1件 
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■ 市民ウェブアンケートの調査結果 
 

 

○実施概要 

１） 調査目的 

① 富士市における自転車利用実態の把握 
② 自転車利用環境の課題の把握 
③ 自転車を取り巻く環境や市の自転車施策等の周知や啓発 

 

２） 調査概要 

① 実施方法：「しずおか電子申請サービス」を利用したウェブアンケートを実施 

② 調査時期：令和 2年 9月 16日(水)から 9月 30日(水) 

③ 回 答 数：1,269通 

④ 周知方法：富士市ウェブサイトへの掲載及び公共施設へのチラシ(ＱＲコード付き)を配布 
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○ アンケートの結果概要 
 

回答状況                                            

〇 ウェブアンケート調査を実施した結果 1,269人からの回答がありました。 

〇 回答者は、「40才代(24.4%)」が最も多く、次いで「50才代(22.3%)」、「10才代(20.5%)」となりま

した。 

 

 

サイクルスポーツ振興に関する視点                                

〇 東京 2020オリンピック・パラリンピックの自転車競技が静岡県内で行うことを「知っている」と

答えた方が 84.4%と「知らなかった(15.6%)」を上回りました。 

○ 富士市に拠点事務所を設置し、活動しているプロサイクリングチーム「レバンテフジ静岡」を知

っている方は 61.1%となった。また、プロサイクリングチームが参加するイベントで興味ある内容

では、「レースイベント（42.5%）」が最も高くなりました。一方で、自転車競技の観戦経験は 4.6%

と少ない結果となります。 

 

① 東京オリンピック・バラリンピックや自転車競技への関心 

・ 東京オリンビック・パラリンビックで自転車競技が県内で行うことへの知名度は、「知っている  

（84.4%）」が高い結果となりました。 

・ 自転車競技（ロードレース、マウンテンバイク、トラック、BMX等）の観戦経験は、95.4%が自転車

競技の観戦経験が無い結果となります。 

・ 大会への期待は、「近くで自転車競技を見たい(54.6%)」が最も高く、次いで、「まちのにぎわい(42. 

8%)」、「露店やアンテナショップ(24.4%)」となりました。 

② プロサイクルチームのレバンテフジ静岡への関心 

・ 富士市に拠点事務所を設置し、活動しているプロサイクリングチーム「レバンテフジ静岡」を「知

っている」が 61.1%となりました。 

・ プロサイクルチームが参加するイベントでは、「レースイベント(42. 5%)」が最も高く、次いで「サ

イクルイベント(24.4%)」、「健康教室(20.2%)」となりました。 

③ 自転車に関してチヤレンジしてみたいこと 

・ 「特にない(59.6%)」が最も高く、次いで「サイクリングを始める(15.8%)」が高くなりました。 
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サイクルツーリズム振興に関する視点                                   

〇 サイクリングに「出かける人」は 17. 5%、「出かけてみたい人」は 21.3%で、サイクリングで楽し

む内容は、「自然を楽しむ(64.1%)」が最も高くなりました。 

〇 レンタサイクルを「利用したことのない人」は 84.0%と少ない現状です。今後、レンタサイクルの

貸出で、今後利用してみたい自転車の種類では、「電動アシスト付自転車(スポーツタイプ以外)」が

54. 8%と最も多く、次いで「スポーツ型電動アシスト付自転車(E-BIKE)」が 35.5%となりました。 

〇 観光施設と連携したサービスでは、「観光施設等へのバイクスタンドの充実（44.4%）」が最も高く、

次いで「空気入れ等道具の貸出（42.6%）」となりました。 

 

① サイクルツーリズムについて 

・ サイクリングに出かける方は、「よく出かける（2.8%）」、「たまに出かける(14.7%)」、「出かけてみ

たい(21.3%)」であった一方で、「出かけない」が 61.2%と最も高い状況です。 

・ サイクリングの目的では、「自然を楽しむ(64.1%)」が最も高く、次いで「景観を楽しむ(62.1%)」、

「走りを楽しむ(53. 5%)」となりました。 

・ サイクリングに出かける人数は、「１人（44.6%）」と最も高く、次いで「２人（32.9%）」、「３人（16.2%）」

となりました。 

・ 一人あたりのお金の利用では、「1000 円程度(50.7%)」が最も高く、次いで「2000 円程度(26.6%)」

となりました。 

・ サイクリングの頻度は「月に 1～2 回程度（67.1%）」が最も高く、出かける時期は「秋（78.1%）」

が最も多く、次いで「春（74.6%）」が多い結果となりました。 

② レンタサイクルについて 

・ レンタサイクルの利用経験は、16.0%に留まり、観光利用が 95.1%と最も高くなりました。 

・ レンタサイクルでは、「シティサイクル」が 78.3%と最も高く、今後利用してみたい自転車の種類で

は、「電動アシスト付自転車(スポーツタイプ以外)（54.8%）」が最も高く、次いで「スポーツ型電動

アシスト付自転車(E-BIKE)（35.5%）」となりました。 

③ シェアサイクルについて 

・ シェアサイクルの利用経験は、「利用したことがない」が 98.3%と高く、利用用途としては、「観光

目的（76.2%）」が最も高くなりました。 

・ 富士市内でシェアサイクルを利用してみたい方は、24.1%に留まり、利用用途として、「市内移動

（61.1%）」が最も高く、次いで「観光目的（41.8%）」となりました。 

④ スポーツ型電動アシスト付自転車(E-BIKE)について 

・ 利用経験が「ない」が 90.9%と高い一方で、今後「乗ってみたい」が 60.0%となりました。 

⑤ 交通事業者や観光施設との連携について 

・ 交通事業者と連携したサービスでは、「バス停や駅に駐輪場を併設し乗り換えしやすいサービス

（49.8%）」が最も高く、次いで「鉄道やバス、タクシーへ自転車をそのまま乗せられるサービス（42.9%）」

となりました。 

・ 観光施設と連携したサービスでは、「観光施設等へのバイクスタンドの充実（44.4%）」が最も高く、

次いで「空気入れ等道具の貸出（42.6%）」、「休憩スベースの提供（30.6%）」となりました。 
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安心安全に関する視点                                     

〇  自転車安全利用五則について、「すべて知っている」が 55.2%と最も高く、次いで「一部知ってい

た」が 31.0%となりました。 

〇 また、自転車走行空間整備については、「一部は知っている（一部見たことがある）」が 60.2%と最

も高く、次いで「知らない（見たことがない）」が 15.3%となりました。 

〇 自転車走行時の危険と感じることでは、「自動車との距離が近い(66.1%)」が最も高く、自動車で

の走行中、自転車利用者の走行で危険に感じることでも、「自転車との距離が近く接触しそうになる

(58.2%)」が最も高い現状です。 

〇 市内を歩いていて、自転車利用者の走行で危険に感じることでは、「スマートフォン等のながら走

行(56.2%)」が最も高く、次いで「自転車が横に並んで走行している(51.2%)」となりました。 

 

① 自転車の安全な利用啓発について 

・ 自転車安全利用五則の認知度は、「すべて知っていた(55.2%)」が最も高く、次いで「一部知ってい

た(31.0%)」、「知らなかった（9.6%）」となりました。 

・ 静岡県自転車条例の改正(平成 31年 4月)の認知度は「すべて知っていた(61.8%)」、次いで「聞い

たことがあるが内容は知らなかった(25.8%)」となりました。 

② 自転車走行空間について 

・ 自転車が安心して道路を通行できる整備(自転車道、自転車通行帯、矢羽根)については、「一部し

っている(60.2%)」が最も高く、次いで「知らない」が 15.3%となりました。 

・ 自転車走行時の危険と感じることでは、「自動車との距離が近い(66.1%)」が最も高く、次いで、「自

転車が安心して走れる道路が少ない(63.4%)」、「走行マナー・交通ルールが普及していない(46.8%)」

となりました。 

・ 市内を歩いていて、自転車利用者の走行で危険に感じることでは、「スマートフォン等のながら走

行(56.2%)」が最も高く、次いで「自転車が横に並んで走行している(51.2%)」、「交差点で一時停止せ

ずに走行している(39.7%)」になりました。 

・ 自動車での走行中、自転車利用者の走行で危険に感じることでは、「自転車との距離が近く接触し

そうになる(58.2%)」が最も多く、次いで「スマートフォン等の操作や音楽を聴きながら走行してい

る(48.5%)」、「自転車が横に並んで走行している(47.5%)」となりました。 

③ 自転車利用総合計画の認知度について 

・ 計画を「知らなかった(66.0%)」が最も高く、次いで「聞いたことあるが内容は知らなかった(22.9%)」

が高くなりました。 

④ 駐輪環境について 

・ 駅周辺においての駐輪環境では、「毎回駐輪できている(21.4%)」、「駐輪できないことが多い(0.5%)」、

「時々駐輪出来ない(1.5%)」となり、「あまり利用していないのでわからない(76.7%)」が最も高くな

りますた。 

⑤ 災害時の自転車利用について 

・ 災害時の想定する移動手段では、「徒歩(73.3%)」が最も多く、次いで自分の運転する「自動車(51.7%)」

となりました。 
 

参
考
資
料 



 

75    

 

 
 

裾野拡大に関する視点                                     

〇 自転車を「利用しない」が 55.6%と「月に 1、2 回」が 13.6%と合わせ 69.2%と自転車をあまり利

用しない人か多い現状です。 

〇 利用する自転車は「シティサイクル(53.0%)」が最も高く、次いで「スポーツタイプ以外の電動ア

シスト付き自転車(17.6%)」が高い結果となりました。 

〇 また、自転車の利用目的は、「通学(37.8%)」利用が最も高く、次いで「通勤(30.5%)」、「買物(30.5%)」

となりました。自転車を利用する理由では、「手軽に使える(70.7%)」が最も高く、次いで「健康の

ため(34.2%)」となりました。 

〇 趣味に関する情報は、「インターネット(93.0%)」が最も高く、次いで「SNS(40.9%)」になりまし

た。一方自転車に関する情報は、「自転車販売店(62.1%)」が最も高く、次いで「インターネット

(58.9%)」となりました。 

 

① 自転車利用について 

・ 自転車利用頻度は、「利用しない(55.6%)」が最も高く、次いで「ほぼ毎日(19.9%)」、「月に 1、2回

(13.5%)」となりました。 

・ 所持している自転車のタイプは、「シティサイクル(53.0%)」が最も高く、次いで「電動アシスト付

自転車(スポーツタイプ以外)(17.6%)」、「スポーツ型電動アシスト付自転車(E-BIKE)(1.8%)」、「クロ

スバイク(13.3%)」となりました。 

・ 自転車利用の目的は、「通学(37.8%)」が最も高く、次いで「通勤(30.5%)」、「買物(30.5%)」、「市内

移動(29.4%)」となりました。 

・ 自転車を利用する理由は、「手軽に使える(70.7%)」が最も高く、次いで「健康のため(34.2%)」、「目

的地まで早く着く (33.0%)」となりました。 

② 自転車利用の変化について 

・ コロナ禍である現在の自転車利用は、1 月に比べ「増えた(19.1%)」、「減った(12.8%)」、「変わらな

い(68.1%)」となりました。 

③ 情報収集について 

・ 趣味に関する情報は、「インターネット(93.0%)」が最も高く、次いで「SNS(40.9%)」、「本(雑誌、

広報誌等) (34.8%)」となりました。 

・ 自転車に関する情報は、「自転車販売店(62.1%)」が最も高く、次いで「インターネット(58.9%)」、

「家族知人(17.4%)」となりました。 

④ 裾野拡大について 

・ 今後、富士市で自転車の利活用を推進していくことで大切だと思うことでは、「走行マナー啓発

（53.3%）」が最も高く、次いで「自転車走行空間の整備（50.3%）」、「サイクリングコースの充実（40.3%）」

となりました。 
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○ アンケートの集計結果 
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■ 評価指標の設定方法 

 

Ⅰ.サイクルスポーツ 
 

計画の成果指標 単位 
現況 

R3 

最終 

R8 

成果指標Ⅰ.自転車競技大会及び自転車イベントの年間集客数 

 
人/年 0 5,000 

【設定方法】 

○ 目標Ⅰは、「サイクルスポーツ振興による都市の魅力向上」とし、自転車競技の地元開催等

やサイクルスポーツ振興により、都市の魅力を向上させることを目的としています。このため、

競技大会やイベントの集客数を成果指標とします。 

○ 最終年度には、自転車レースの事例を基に 5,000人を目標として設定しました。 

 

  

計画の活動指標 単位 
現況 

R3 

最終 

R8 

活動指標 1-1．自転車競技大会の年間開催回数 

 
回/年 0 2 

【設定方法】 

○ 施策 1-1では、自転車競技大会及びイベント等の開催としていることから、自転車レースの

開催数を活動指標とします。 

○ 最終目標として、自転車競技大会の開催を年２日開催することを目指し、目標として設定し

ました。 

 

 

計画の活動指標 単位 
現況 

R3 

最終 

R8 

活動指標 2-1．サイクルスポーツ体験教室の累計受講者数 

 
人 

37 
（R2） 

240 

【設定方法】 

○ 施策 2-1では、自転車競技者や指導者等の発掘、育成としていることから、サイクルスポー

ツ体験教室の累計受講者数を活動指標とします。 

○ 現状値を令和２年度の実績である 37人とし、サイクルスポーツ体験教室の目標人数を参考

値とし、年間 40人(１回 20人の年 2回)、最終年度には 240人の累計受講者数を目標として設

定しました。 
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Ⅱ.サイクルツーリズム 
 

計画の成果指標 単位 
現況 

R3 

最終 

R8 

成果指標Ⅱ.サイクルステーションに関連した年間消費額 

 
千円/年 0 6,150 

【設定方法】 

○ 目標Ⅱでは、「サイクルツーリズム推進による地域活力の向上」とし、魅力あるサイクリン

グ環境を構築することにより、地域活力を向上させることを目的としています。このため、サ

イクリストの拠点となるサイクルステーションに関連した消費活動を成果指標とします。 

○ サイクルステーションに関連した年間消費活動は、サイクルステーションの年間利用者数

(目標)×1,500円（ウェブアンケート調査より、サイクリングに出かける場合に消費する金額

を参考に設定）とレンタサイクルの年間貸出数×2,000円（レンタサイクル１台当たりの貸出

金額）から算出した金額を目標値として設定します。 

 

 

計画の活動指標 単位 
現況 

R3 

最終 

R8 

活動指標 3-1．サイクリングコースの設置数 

 
コース 

3 
(R2) 

8 

【設定方法】 

○ 施策 3-1では、魅力ある資源を活用したサイクリングコースの構築としていることから、サ

イクリングコースの設置数を活動指標とします。 

○ 現在、民間の 3コースが設定されていることから、年 1コースずつを設定するものとし、最

終年度には 8コースを目標として設定しました。 

 

 

計画の活動指標 単位 
現況 

R3 

最終 

R8 

活動指標 3-2．自転車に関するサイトの年間閲覧数 

 
PV/年 0 45,000 

【設定方法】 

○ 施策 3-2では、市内外に向けたサイクリング等の情報の発信としていることから、自転車に

関するサイトの年間閲覧数を活動指標とします。 

○ 本市の情報発信を行っているポータルサイトの平均 PVを参考として、自転車に関する情報

を発信するサイトの最終年間閲覧数を 45,000PVを目標として設定しました。 

 

※PV(ページビュー)：ウェブサイトがどれだけ観覧されているかを測るための指標の一つです。 

 

 

 

 

 

 

参
考
資
料 



 

84  

 

 
 

計画の活動指標 単位 
現況 

R3 

最終 

R8 

活動指標 4-1．サイクルステーションの年間利用者数 

 
人/年 0 2,500 

宿泊施設や飲食店舗等のサイクリストの受入認定店舗の

累計数 
件 0 50 

【設定方法】 

○ 施策 4-1では、サイクリストが快適に過ごすための環境の構築としていることから、サイク

リストの拠点となるサイクルステーションの年間利用者数とサイクリストを受入る店舗の累

計数を活動指標とします。 

○ サイクルステーションの年間利用者数は、事業事例から最終目標を年間 2,500人として設定

しました。また、サイクリストの受入認定店舗の基準を作成し、年間 10件の増加を見込み、

最終年度には 50件の認定店舗を目標として設定しました。 

 

 

計画の活動指標 単位 
現況 

R3 

最終 

R8 

活動指標 4-2．レンタサイクルの年間貸出台数 

 
回/年 

721 
(H30) 

2,000 

【設定方法】 

○ 施策 4-2では、観光客等の周遊性の向上につながる機能の充実としていることから、レンタ

サイクルにおける E-BIKE等の拡充に伴うレンタサイクルの年間貸出数を活動指標とします。 

○ 現在、新富士駅で行っているレンタサイクルの実績値（令和元年からの新型コロナウイルス

感染症の影響を考慮し、平成 30年度の実績値とする）を現況とし、最終年度の目標は、今後

のサイクルステーションで行うレンタサイクルを考慮して設定しました。 

○ 最終年度の目標は、新富士駅で行っているレンタサイクルの平成 28年度から平成 30年度ま

での年間貸出台数の平均値である 800台と、サイクルステーションで行うレンタサイクル 26

台の 1台当りの年間稼働率を事業事例より 15％ととした、年間貸出台数 1,200台とを合計した

2,000台を設定しました。 
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Ⅲ.安全安心 
 

計画の成果指標 単位 
現況 

R3 

最終 

R8 

成果指標Ⅲ.年間の自転車事故発生件数 
件/年 

250 
(R1) 

225 

【設定方法】 

○ 目標Ⅲでは、「安全・安心に自転車を利用できる環境づくり」とし、自転車走行空間の整備

や自転車の交通ルール・マナーの啓発活動等により、歩行者や自転車、自動車が安全に安心し

て利用できる環境を創出することを目的としています。このため、年間の自転車事故発生件数

を成果指標とします。 

○ 将来の交通事故の状況については、正確に見極めることは難しいところでありますが、自転

車事故は上昇傾向にあり、今後、自転車の活用推進するうえで、現状よりもなお一層憂慮すべ

き事態になることが懸念されます。そこで、現状の自転車事故件数を基準とし、最終年度には

10％削減の 225件以下を目標として設定します。 

 

 

計画の活動指標 単位 
現況 

R3 

最終 

R8 

活動指標 5-1．自転車安全利用五則の内容をすべて知っている人の割合 
％ 

55 
(R2) 

60 

【設定方法】 

○ 施策 5-1では、自転車利用者のルール・マナー等の広報啓発としていることから、自転車の

基本的なルールである自転車安全利用五則について内容をすべて知っている人の割合を活動

指標とします。 

○ 本計画における自転車利用に関する課題を抽出するために実施した、ウェブアンケート調査

から計画策定時の自転車安全利用五則の内容をすべて知っている人の割合は、約 55％になって

いました。 

○ 今後、自転車の安全教育の実施等による効果が発現することを想定し、市民の 60％が認知し

ていることを目標とします。 

 

 

計画の活動指標 単位 
現況 

R3 

最終 

R8 

活動指標 5-2．自転車通勤、通学者へ TSマークを推奨している企業や 

高校の累計数 
カ所 

5 
(R2) 

11 

【設定方法】 

○ 施策 5-2では、安全な自転車の利用促進としていることから、自転車の点検整備を受けて付

帯される TSマークを推奨している企業や高校の累計数を活動指標とします。 

○ 現在、自転車通学者に推奨している高校が 5校であることから、現況を 5カ所とし、今後は

企業等への普及を推進していくため、最終年度には、高校が 6校、企業 5カ所の計 11カ所を

目標として設定します。 
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計画の活動指標 単位 
現況 

R3 

最終 

R8 

活動指標 6-1．富士市自転車走行空間ネットワーク計画の策定 

 
件 0 1 

【設定方法】 

○ 施策 6-1では、自転車走行空間の計画的な整備としていることから、自転車走行空間ネット

ワーク計画の策定を活動指標とします。 

○ 令和 8年までの策定を目標として設定しました。 

 

 

計画の活動指標 単位 
現況 

R3 

最終 

R8 

活動指標 7-1．駐輪に関する防犯や利用マナーアップキャンペーンの累

計数 
回 

3 
(R2) 

23 

【設定方法】 

○ 施策 7-1では、駐輪場の利用環境の向上としていることから、駐輪に関する防犯や利用マナ

ーアップキャンペーンの累計数を活動指標とします。 

○ 現況値は、現状の実施回数の 3回とし、全国交通安全運動に合わせた実施を想定し、年間４

回、最終年度には、23回の累計開催数を目標として設定しました。 
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Ⅳ.裾野拡大 
 

計画の成果指標 単位 
現況 

R3 

最終 

R8 

成果指標Ⅳ.自転車の交通分担率の割合 

週に１回以上自転車を利用する人の割合 

％ 
％ 

5.5 
44.5 

6.0 
50 

【設定方法】 

○ 目標Ⅳでは、「自転車利用の裾野拡大による市民生活の質の向上」とし、日常における自転

車の利用を拡大することで、市民の健康づくりや環境負荷の低減など、市民生活の質を向上さ

せることを目的としています。このため、自転車を利用する割合を成果指標とします。 

○ 計画策定時の本市における自転車の交通分担率は、約 5.5％（第２回岳南都市圏パーソント

リップ調査 H27）でした。今後、自転車の活用の推進に関する施策を実施していくことから、5

年で 0.5％の増加を目標値として、自転車の交通分担率を最終年度には約 6.0％として設定し

ました。 

○ 次期パーソントリップ調査時期と本計画における進行管理時期に差が生じることが想定さ

れることから、本計画で実施したウェブアンケート調査による「週に１回以上自転車を利用す

る人の割合」についても目標値を設定します。 

○ 最終年度には、市民の半数の方が、週に一回以上自転車を利用することを目標として設定し

ました。 

 

 

計画の活動指標 単位 
現況 

R3 

最終 

R8 

活動指標 8-1．サイクルステーションからの情報発信を行う年間の回数 

 
件/年 0 200 

【設定方法】 

○ 施策 8-1では、自転車に対する興味を持つためのきっかけづくりとしていることから、自転

車の利用を促進する拠点施設として、サイクルステーションからの情報発信の回数を活動指標

とします。 

○ 最終年度には、SNSやホームページの更新等による年間 200件の情報発信を目標として設定

しました。 

 

 

計画の活動指標 単位 
現況 

R3 

最終 

R8 

活動指標 8-2．自転車利用を促す広報啓発活動の累計数 

 
件 0 10 

【設定方法】 

○ 施策 8-2では、日常生活で気軽に自転車を利用できる環境の確保としていることから、自転

車利用を促す広報啓発活動の累計数を活動指標とします。 

○ 年間 2件の広報啓発を目標に最終年度には、累計 10件として設定しました。 

 

 

 

参
考
資
料 



 

88  

 

 
 

計画の活動指標 単位 
現況 

R3 

最終 

R8 

活動指標 8-3．自転車ライドイベント等の魅力を伝えるイベントの年間

実施回数 
回/年 

4 
(R2) 

10 

【設定方法】 

○ 施策 8-3では、市民が気軽にサイクリングを楽しめる環境の構築としていることから、自転

車に乗る楽しさ等の魅力を伝えるライドイベント等の実施回数を活動指標とします。 

○ 最終年度には、市民が気軽にサイクリングを楽しめるように年間 10回を目標として設定し

ました。 

 

 

計画の活動指標 単位 
現況 

R3 

最終 

R8 

活動指標 9-1．自転車通勤宣言企業の累計取得企業数 

 

企業 
団体 

0 5 

【設定方法】 

○ 施策 9-1では、自転車を活用した健康づくりと自転車通勤の推進としていることから、従業

員の健康づくりや社会への環境負担軽減等につなげるために、自転車通勤を推進する自転車通

勤宣言企業の取得企業数を活動指標とします。 

○ 年に１企業・団体の取得を見込み、最終年度には、累計 5企業・団体を目標として設定しま

した。 

 

 

計画の活動指標 単位 
現況 

R3 

最終 

R8 

活動指標 10-1．自転車を活用した防災訓練の累計実施回数 

 
回 0 25 

【設定方法】 

○ 施策 10-1 では、災害時における自転車活用の推進としていることから、自転車を活用した

防災訓練の実施回数を活動指標とします。 

○ 計画策定時は、自転車を活用した防災訓練を実施していないことから、0 回と設定しまし、

その後、年に 5回の実施を見込み、累計 25回を目標として設定しました。 
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■ 用語集 
 

用語 解説 

ア

行 

E-BIKE 本計画での E-BIKE は、スポーツバイクタイプの電動アシスト自転車

(e-マウンテンバイク、e-クロスバイク、e-ロードバイク)のことを指

しています。スポーツバイクの走行性能と電動アシスト自転車のアシ

スト機能をかけ合わせた自転車で、通常の電動アシスト自転車よりも

長距離走行や坂道の走行に適した自転車です。 

インバウンド 

(Inbound) 

外国人の日本旅行（訪日旅行）または、訪日外国人観光客のことです。 

ＳＤＧｓ 

(Sustainable 

 Development 

 Goals)  

持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）とは、

2015年 9月の国連サミットで採択された 2030年までに持続可能でよ

りよい世界を目指す国際目標です。17 のゴール（目標）と 169 のタ

ーゲット（具体目標）を示したものであり、「誰一人取り残さない」

社会の実現を目指しています。 

ＳＤＧｓ未来都市 ＳＤＧｓ未来都市とは、ＳＤＧｓの理念に沿った基本的・総合的取組

を推進しようとする都市・地域の中から、特に、経済・社会・環境の

三側面における新しい価値創出を通して持続可能な開発を実現する

ポテンシャルが高い都市・地域として選定されているものです。 

本市は令和 2年 7月 17日、ＳＤＧｓ未来都市に選定されました。 

MTB 

(Mountain Bike) 

マウンテンバイク（MTB）とは、荒野、山岳地帯等での高速走行、急

坂登降、段差越えなどを含む広範囲の乗用に対応して、軽量化並びに

耐衝撃性、走行性能および乗車姿勢の自由度等の向上を図った構造の

自転車のことです。 

カ

行 

クリテリウム 自転車競技のロードレースの一つで、周回距離が短いコースを複数回

周回して順位を競う形態のレースのことです。 

健康経営 健康経営とは、従業員の健康増進を重視し、健康管理を経営課題とし

て捉え、その実践を図ることで従業員の健康の維持・増進と会社の生

産性の向上を目指す経営手法のことです。 

交通分担率 ある交通手段のトリップ数の全交通手段のトリップ数に占める割合

です。人がある目的をもって、ある地点からある地点へと移動する単

位をトリップといい、１回の移動でいくつかの交通手段を乗り換えて

も１トリップと数えます。 

ゴールデンルート 外国人観光客が訪れる日本の王道観光ルートのことです。本計画にお

けるゴールデンルートは、訪日外国人観光客に特に人気のある、東

京・箱根や富士山周辺・名古屋・京都・大阪という日本の人気 5都市

を周遊するルートのことを指しています。 
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用語 解説 

サ

行 

 

サイクルスポーツ 自転車を用いて行う競技のことです（自転車競技）。 

サイクルツーリズム サイクルツーリズムとは、自転車を活用した観光のことです。 

サイクルトレイン 自転車を解体せずに鉄道車両内に持ち込むことのできるサービスの

ことです。 

サポートライダー サイクルイベントにおけるコース誘導や参加者の安全確保に向けた

活動及び地元サイクリストとして地域の魅力を紹介するツアーガイ

ドなどの役割を担ってもらうスタッフのことです。 

シェアサイクル 

 

街中にいくつもの自転車貸出拠点（ポート）を設置し、利用者がどこ

でも貸出・返却できる交通手段のことです。「コミュニティサイクル」、

「自転車シェアリング」、「都市型レンタサイクル」とも称されますが、

本計画では、後述の「レンタサイクル」と区別して扱っています。 

シクロクロス シクロクロスは、1 周が 3～4km の整地がされていないコースを複数

回周回して順位を競う形態のレースです。コースには人工の障害物

（柵、階段など）が設けられ、下車して自転車を担がなければならな

い区間が作られています。 

シビックプライド シビックプライドとは、都市に対する市民の誇りのことです。「郷土

愛」や「まち自慢」など、単に愛着を示す言葉とは異なり、「この都

市をより良い場所にするために自分自身が関わっている」、「自分がこ

の都市の未来をつくっている」という当事者意識を伴う自負心のこと

を指しています。 

自転車専用通行帯 

（自転車通行帯） 

道路において自転車の通行のために、車道の左端に設けられる車両通

行帯（レーン）で、自転車専用の標識と標示の両方が掲げられている

もののことです。 

自転車走行空間ネット

ワーク計画 

安全で快適な自転車走行空間を効果的、効率的に整備することを目的

に、自転車ネットワークを構成する路線を選定し、その路線の整備形

態等を示した計画です。 

自転車道 自転車道とは、自動車が通行する道路から縁石線又は柵その他これに

類する工作物により構造的に分離された自転車の通行する道路の部

分のことです。 

車道混在 車道混在とは、歩行者と空間的に分離された、車道内を自転車と自動 

車が縦列で混在しながら通行する形態のこと。道路へ自転車の通行位

置を明示し、自動車に注意喚起するために必要に応じて路肩のカラー

化、矢羽根型路面標示やピクトグラム等を設置しています。 
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用語 解説 

タ

行 

太平洋岸自転車道 千葉県銚子市を起点として神奈川県、静岡県、愛知県、三重県、和歌

山県の各太平洋岸沿岸を走り、和歌山県和歌山市に至る延長約

1,400kmのサイクリングルートです。太平洋岸自転車道の沿線は、世

界遺産である富士山をはじめ、日本を代表する観光地・景勝地が多数

存在するルートとなっています。 
TSマーク 自転車安全整備士が点検確認した普通自転車に貼付されるマークで

す。このマークには傷害保険や賠償責任保険などの保険が付帯してい

ます。 

※ 自転車安全整備士…（公財）日本交通管理技術協会が実施する自転車安全整

備技能検定に合格した人 

電動アシスト自転車 電動機（モーター）により人力を補助する電動アシスト機能が付加さ

れた自転車のことです。 
ナ 

行 

ナショナルサイクル 

ルート 

ナショナルサイクルルートとは、2019年に国が導入した、「日本を代

表し、世界に誇りうるサイクリングルート」を認定する制度です。2021

年 10月現在、「太平洋岸自転車道」を含めた 6ルートが指定されてい

る。 

ハ

行 

バイシクルピット 静岡県が進める事業で、サイクリストが休憩や自転車の駐輪及びメン

テナンスができる場所として、駐輪場やサイクルラックの設置、自転

車空気入れと工具の貸出などの要件を満たした施設。 
ピクトグラム ピクトグラムとは、文字や言語によらず、図形等により対象の意味や

概念、特徴を表したもの。 

BMX 

(Bicycle Motocross) 

バイシクルモトクロス（BMX）とは、自転車競技の一種。または、そ

の競技で使用される自転車をいいます。スピードを競うレーシング

と、ジャンプやトリックなどの技を競うフリースタイルなどの競技が

あります。 

富士山一周 

サイクリングルート 

世界文化遺産「富士山」の裾野を一周するサイクリングルートです。

国土交通省道路局が進める日本風景街道「ぐるり富士山風景街道」が

推奨しており、静岡県及び山梨県の自転車活用推進計画においてもモ

デルルートとされています。ぐるり富士風景街道の取り組みの中で

は、ナショナルサイクルルートの指定を目指しています。 

マ

行 

モバイルアプリケーシ

ョン 

スマートフォンやタブレット型端末、その他携帯端末向けに設計、製

作されたアプリケーションソフトウェアのことです。 

ラ

行 

輪行袋 輪行袋とは、公共交通機関（鉄道、バス、航空機など）を利用して自

転車を運ぶ時に、自転車の一部を解体して収納する袋のことです。 

レンタサイクル 

 

自転車の借用と返却を同一の場所で行い、数カ月など長期間の貸し出

しではなく、数時間程度の貸し出しを行うサービスのことです。本計

画では、前述の「シェアサイクル」と区別しています。 
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